
  

 

 

 

 

  

 

心を潤す４つの言葉 

校長 金子 健一 

 １０月６日に植竹地区運動会が本校校庭にて開催されました。涼しくて運動に適したコンデ

ィションでした。参加された皆様、企画、運営、準備等をされた皆様、お疲れ様でした。 

 また、２５，２６日に校内音楽会（にじいろコンサート）を開催いたしました。それぞれの

学年がそれぞれのカラーを活かしながら歌うことができました。保護者の皆様、御観覧いただ

きありがとうございました。 

さて、本市では１１月に「心を潤す４つの言葉」推進週間を設定しています。「心を潤す４

つの言葉」とは、「おはようございます」「はい」「ありがとうございます」「ごめんなさい」の

ことで、これらの言葉を適切な場面において伝えあうことで、児童・教職員・保護者・地域の

方々一人ひとりの心が通う学校や地域づくりを目指すことを目的としています。 

毎朝、正門に立ち、養護教諭、警備員と３名で「おはようございます」と登校してくる児童

へあいさつをしていますが、自分からあいさつをしてくれる児童、こちらからのあいさつに対

してあいさつを返してくれる児童、言葉はなく会釈をする児童、目を合わせる児童、そのまま

素通りする児童と反応は様々です。 

一方、朝の支度中の頃に、たんぽぽ学級や低学年を中心に教室をまわり、あいさつをすると

元気な声が返ってきます。この違いは何なのだろうといつも考えています。 

おそらく子どもなりに自分の城（教室であったり、校舎内であったり、子どもによって認識

は様々だと考えられます）に入ったときは、心理的安全性を感じることなどから、あいさつや

返事がしやすいのではないかと推測します。 

あいさつは集団生活において基本の第一歩です。お互いが気持ちよく生活するためには、あ

いさつや返事は欠かせないと考えます。これからも児童に話していきたいと思います。 

その他、お礼や謝罪についても同様です。自分の気持ちを素直に相手に伝えることで、お礼

や謝罪の前よりもよい人間関係がお互いにつくれると理想的です。 

 現代は損得勘定やコストパフォーマンスばかりを求める傾向が見受けられますが、お互いの

心が通い合う関係をつくることは、それ以上に必要なのではないでしょうか。 

 ぜひ、地域ぐるみ、家族ぐるみで「心を潤す４つの言葉」の推進が図られればと思います。

御協力よろしくお願いいたします。 
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